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民
の
生
活
に
直
結
し
た
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
私
た
ち

は
、
こ
の
社
会
の
矛
盾
に
向
か
い
合
い
、
誰
も
が
住
み

良
い
地
域
社
会
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
平
成
の
大
合
併
が
一
段
落
し
、
い
よ
い
よ
個
々

の

自
治
体
が
地
域
自
治
の
本
分
に
徹
す
る
時
代
と
な
り
ま

し
た
。
東
海
村
が
住
民
生
活
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
い

て
一
級
の
質
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ
う
、
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
っ
て
行
政
改

革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

村
政
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、「
人
・
自
然
・

文
化
の
響
き
合
う
ま
ち
」
の
創
造
を
目
指
し
た
東
海
村

第
４
次
総
合
計
画「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」の
基
本

構
想
・
後
期
基
本
計
画
の
実
現
で
す
。平
成
18
年
度
は
、

過
去
５
年
間
の
実
績
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
今
後
５

年
間
に
な
す
べ
き
課
題
を
選
択
し
、
具
体
的
か
つ
綿
密

に
政
策
と
し
て
提
示
し
た
後
期
基
本
計
画
を
実
現
し
て

い
く
第
一
歩
の
年
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
福
祉

（
医
療
・
保
健
）、
教
育
、
環
境
、
農
業
を
４
本
柱
と
す

る
行
政
の
継
続
、
深
化
を
図
り
ま
す
。
生
活
者
を
起
点

と
し
た
住
民
本
位
の
施
策
の
展
開
、
住
民
を
主
人
公
と

す
る
住
民
参
加
の
行
政
運
営
を
行
う
こ
と
で
、
村
政
運

営
の
基
本
理
念
や
地
方
分
権
の
将
来
を
展
望
し
、
よ
り

一
層
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
　

　

村
立
東
海
病
院
は
地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
、
装
い

を
一
新
し
、
５
月
に
開
院
し
ま
す
。
現
在
、（
社
）地
域

医
療
振
興
協
会
と
共
同
し
て
、
体
制
整
備
や
人
材
の
養

成
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
移
転
作
業
に
伴
い
、
開

院
ま
で
の
間
、
現
病
院
の
診
療
を
縮
小
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
医
療
の
継
続
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
18
年
度
は
、
介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
介
護
保
険
利
用

者
、
特
に
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
措
置
も
必
要

と
な
る
た
め
、
独
自
に
支
援
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。

加
え
て
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
で
、

介
護
予
防
に
さ
ら
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
制
度
で
は
、
支
援
費
制
度
が
障
害
者
自
立
支
援
法

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
体
・
精
神
・
知
的

の
３
障
害
の
一
体
的
支
援
、
施
設
か
ら
地
域
で
の
生
活

を
基
本
と
す
る
支
援
へ
の
転
換
や
、
基
礎
的
自
治
体
の

支
援
体
制
強
化
を
図
る
も
の
で
す
。
村
で
も
、
地
域
生

活
支
援
事
業
を
進
め
、
誰
も
が
不
自
由
な
く
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
国
中
で
少
子
化
対
策
が
叫
ば
れ
る
中
、村
で
は
、

高
い
出
生
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
支
援
の

た
め
に
も
、
保
育
基
盤
整
備
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
増
え
続
け
る
保
育
所

へ
の
入
所
希
望
に
応
え
る
と
と

も
に
、
定
員
を
超
え
て
保
育
を

行
う
過
密
保
育
を
抑
制
す
る
た

め
、定
員
を
90
人
増
員
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

平
成
18
年
度
を
一
言
で
表
現
す
る
と
、
〝
東
海
村
の

第
２
の
夜
明
け
〞と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
東
海
村
は
、

50
年
前
、
日
本
原
子
力
研
究
所
の
設
置
に
よ
り
、
原
子

力
発
祥
の
地
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
〝
東

海
村
の
夜
明
け
〞
で
し
た
。
現
在
で
は
、
世
界
有
数
の

原
子
力
セ
ン
タ
ー
に
成
長
し
、
昨
年
は
つ
い
に
、
独
立

行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
の
本
社
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
強
度
陽
子
加
速
器
の
建
設
が

進
行
し
、
そ
れ
と
と
も
に
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究

機
構
を
招
き
入
れ
た
こ
と
で
、
原
子
力
科
学
を
基
礎
と

し
た
先
端
基
礎
研
究
、
科
学
の
未
来
を
切
り
開
く
大
輪

の
花
が
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２
つ
が
〝
第

２
の
夜
明
け
〞と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
現
在
は
、「
さ
あ
行
く
ぞ
、
前
進
だ
」
と
は

単
純
に
言
え
な
い
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
、
よ

う
や
く
デ
フ
レ
経
済
か
ら
脱
出
し
た
か
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
全
体
は
暗
い
閉へ

い

塞そ
く

感
に
覆
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
最
た
る
指
標
は
、
少
子
化
が
止
ま
ら

ず
、
人
口
減
少
時
代
へ
突
入
し
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
に
比
例
し
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
背

景
に
は
、
経
済
至
上
主
義
の
考
え
や
企
業
活
動
の
自
由

度
を
優
先
し
た
結
果
、
所
得
格
差
社
会
が
生
ま
れ
、
若

者
が
希
望
を
持
て
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
住

東
海
村
の
夜
明
け

福
祉
に
つ
い
て

村
政
運
営
の
基
本
方
針

東
海
村
長　

村
上
達
也
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地域医療の拠点として５月に
開院する新村立東海病院

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
〜
東
海
村
の
第
２
の
夜
明
け
〜
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は
、
赤
字
会
計
に
陥
っ
て
い
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
の
改
定
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
で
す
。
し
か
し
、
政

府
に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
総
合
的
な
改
定

が
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、そ
の
推
移
を
見
守
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
母
体
と
し

て
、
住
民
中
心
の
活
動
が
さ
ら
に
重
要
に
な
る
た
め
、

住
民
中
心
の
運
営
体
制
へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

　

村
の
教
育
に
対
す
る
伝
統
を
堅
持
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
指
導
主

事
を
１
人
増
員
し
、
指
導
室
を
３
人
体
制
に
す
る
こ
と

で
、
教
育
現
場
で
の
支
援
体
制
の
強
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
途
上
で
の
安
全
確
保
の
た

め
、
通
学
路
の
歩
道
整
備
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
徹
底
し
た
安
全
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
で
の
緊
急
の
問
題
は
、
白
方
小
学

校
の
改
築
で
す
。
期
待
を
持
っ
て
成
り
行
き
を
見
守
る

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
最
優
先
し
て
、
早
期
に
結
論

を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
一
方
で
、
学

校
施
設
の
整
備
関
係
に
つ
い

て
は
、
各
小
・
中
学
校
の
耐
震

補
強
、
改
築
等
が
控
え
て
い
ま

す
の
で
、
着
実
に
消
化
す
る
た

め
に
、
基
金
の
積
み
立
て
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
平
成
18
年
度

は
、
村
松
小
学
校
お
よ
び
舟
石

川
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
実
施

設
計
、
村
松
小
学
校
の
校
舎
屋
上
防
水
工
事
、
東
海
南

中
学
校
の
外
部
改
修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
引
き
続
き
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
第
13
回
環
境
自
治
体
会
議

の
開
催
自
治
体
と
し
て
、
他
に
遅
れ
を
取
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
の
再
資
源
化
や
削
減
に
つ
い
て
は
、
ご
み
焼
却
場

の
延
命
、
焼
却
経
費
削
減
の
た
め
に
も
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
平
成
18
年
度

は
、
ご
み
対
策
の
総
合
的
な
政
策
を
確
立
し
ま
す
。
懸

案
と
な
っ
て
い
る
指
定
袋
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

ご
み
収
集
体
制
の
改
革
と
併
せ
て
結
論
を
出
し
て
い
き

ま
す
。
同
時
に
、
生
ご
み
や
し
尿
処
理
残
滓し

の
堆た

い

肥ひ

化

な
ど
、
生
ご
み
の
非
焼
却
化
を
推
進
し
ま
す
。
現
在
、

ひ
た
ち
な
か
市
と
の
間
で
、
ご
み
焼
却
処
理
施
設
の
共

同
建
設
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
ひ

た
ち
な
か
地
区
留
保
地
内
で
の
用
地
確
保
を
目
的
に
、

共
同
歩
調
を
取
っ
て
い
き
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
二
酸
化
炭
素
削
減
な
ど
総
合
的
な
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
・
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
内
で
推
進
し
て
い
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）を
他
の
公
共
施
設
へ
拡
大
す

る
の
を
手
始
め
に
、
村
内
各
事
業
所
で
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を

制
定
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

農
は
、
い
ず
れ
の
国
に
お
い
て
も
、
基
幹
産
業
で
す
。

平
成
18
年
度
は
、
東
海
村
の
農
業
の
維
持
・
再
生
の
た

め
に
、
地
域
農
業
お
よ
び
米
政
策
の
推
進
体
制
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
や
農
業
団
体
な
ど

と
協
議
し
、
本
村
に
ふ
さ
わ
し
い
現
実
的
な
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平

成
18
年
度
は
、
農
業
後
継
者
の
育
成
、
新
規
就
農
者
の

育
成
、
定
年
帰
農
者
等
の
育
成
に
か
か
わ
る
３
つ
の
新

規
補
助
事
業
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
全
体
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、
直
接
的
に
住
民

生
活
に
か
か
わ
る
地
方
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
の

重
大
さ
に
、
驚
き
を
覚
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
時

代
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
全
体
の
自
治
能
力
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
と
の
協

働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
４
月
か
ら
は
、
地
域
自
治
の
向

上
を
目
指
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
地
域
自
治
組
織
の

改
革
、
す
な
わ
ち
、
区
制
度
か
ら
自
治
会
制
度
へ
と
移

行
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
科
学
研
究
文
化
都
市
構
想
の
実
現
を
目

指
し
、
引
き
続
き
、
大
学
院
誘
致
等
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
財
政
全
体
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
16
年

度
か
ら
の
東
京
電
力
火
力
発
電
所
か
ら
の
固
定
資
産
税

収
入
に
よ
っ
て
、
短
期
的
に
は
余
裕
が
出
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
や
地
方
の
全
体
的
な
財
政
状
態
、「
構
造

改
革
」
に
よ
る
制
度
変
更
、
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
を

勘
考
す
る
と
、
楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
面
は
、
将
来

を
展
望
し
、
長
期
的
な
財
政
力
保
持
に
重
点
を
置
い
た

財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

環
境
に
つ
い
て

農
業
に
つ
い
て

結　
　

び
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子どもたちの安全確保のために
行われた防犯教室



4 ●● 5 4 ●

　

平
成
18
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
新
規
事

業
に
つ
い
て
は　

と
表
示
し
て
い
ま
す
。な
お
、詳
細
は
、

企
画
総
務
部
企
画
財
政
課
財
政
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
３
３
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
事
に
備
え
た
計
画
を
推
進
し
ま
す

◇　

国
民
保
護
計
画
策
定
事
業（
２
０
５
万
円
）…
日
本

へ
の
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
い
て
、村
民
の
生
命
、

身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
住
民
の

避
難
、
救
護
措
置
な
ら
び
に
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対

処
を
行
う
た
め
、
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇　

国
民
保
護
協
議
会
運
営
事
業（
45
万
３
千
円
）…
東

海
村
国
民
保
護
協
議
会
を
設
置
し
、
村
民
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
意
見
を
広
く
求
め
、
村
民
保
護

の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

地
域
主
体
の
消
防
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す

◇　

消
防
団
車
両
整
備
事
業（
２
２
０
０
万
円
）…
災
害

に
対
処
で
き
る
よ
う
、
計
画
的
に
消
防
車
両
等
の
整

備･

更
新
を
行
い
ま
す
。

救
急
装
備
、
技
術
の
向
上
に
努
め
ま
す

◇
救
急
資
機
材
整
備
管
理
事
業（
１
０
４
１
万
５
千
円
）

…
円
滑
な
救
急
業
務
を
行
う
た
め
、
救
急
車
両
、
救

急
資
機
材
な
ど
の
定
期
点
検
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を
村
内
の
各

小
・
中
学
校
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆

き
ず
な

」、
東
海
文

化
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
に
配
備
し
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
の
利
用
向
上
を
図
り
ま
す

◇
デ
マ
ン
ド
交
通
運
営
事
業（
４
０
７
０
万
円
）…
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
交
通
弱
者
だ
け
で
は
な
く
、
村

民
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム

で
す
。
電
話
予
約
で
、
戸
口
か
ら
目
的
地
ま
で
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
を

行
い
ま
す
。

◇
東
海
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業（
８
８
０
０
万
円
）

…
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
た
移
動
の
利
便
性
、
安
全
性
向
上
の
促
進

と
公
共
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
東
海
駅
に
４
基（
自

由
通
路
東
西
に
２
基
、
駅
ホ
ー
ム
に
２
基
）
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

自
転
車
の
利
用
を
促
進
し
ま
す

◇　

駅
東
駐
輪
場
整
備
事
業（
４
８
８
２
万
円
）…
自
転

車
の
利
用
促
進
と
駅
周
辺
の
環
境
整
備
の
た
め
、
駅

東
に
駐
輪
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

み
ん
な
で
見
守
る
仕
組
み
を
整
え
ま
す　

◇　

（
仮
称
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

（
９
３
２
５
万
円
）…
東
海
病
院
移
転
後
の
旧
施
設
の

改
修
工
事
を
行
い
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し

て
有
効
活
用
し
ま
す
。

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
支
援
し
ま
す　

◇　

通
所
系
サ
ー
ビ
ス
食
事
負
担
助
成
事
業（
６
０
０

万
円
）
…
低
所
得
者
対
策
の
対
象
外
と
な
る
通
所
系

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
食
費
負
担
に
つ
い
て
、
村
が
独

自
の
負
担
軽
減
を
行
い
、経
済
負
担
を
抑
制
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
を
推
進
し
ま
す

◇　

通
所
型
介
護
予
防
事
業（
４
４
４
万
１
千
円
）…
要

支
援
・
要
介
護
状
態
に
至
る
可
能
性
が
高
い
高
齢
者

を
対
象
に
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
、
食
生
活
改

善
教
室
な
ど
を
実
施
し
、
介
護
予
防
お
よ
び
身
体
状

況
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

◇　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業（
９
４
４
万

３
千
円
）
…
中
立
・
公
正
な
立
場
で
住
民
の
総
合
相

談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成

や
事
業
の
実
施
、
新
予
防
給
付
に
関
す
る
事
業
を
行

い
ま
す
。

障
害
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
ま
す

◇　

障
害
者
程
度
区
分
審
査
会
運
営
事
業（
36
万
８
千

円
）
…
身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
害
を
対
象
と
し

た
介
護
給
付
等
の
支
給
に
関
す
る
審
査
判
定
業
務
を

行
う
審
査
会
を
設
置
し
、
障
害
程
度
区
分
の
１
次
判

定
を
行
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

村
立
東
海
病
院
の
健
全
な
運
営
を
行
い
ま
す　

◇
東
海
病
院
事
業（
16
億
３
６
１
６
万
２
千
円
）…（
社
）

地
域
医
療
振
興
協
会
に
よ
る
安
定
し
た
運
営
の
確
立

と
と
も
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
保
健
・
福
祉

と
の
連
携
に
努
め
、地
域
医
療
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
・
設
備
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す

◇
中
学
校
施
設
整
備
事
業（
１
億
６
３
４
２
万
６
千
円
）

…
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
生
徒
が
快
適
な
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、補
修
・
修
繕
を
行
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち

　

支
え
あ
っ
て
い
き
る
ま
ち

　

個
性
と
い
き
が
い
を
育
む
ま
ち

主
要
事
業
と
予
算

新

新新新

新新

新新新

新
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生
涯
学
習
の
体
験
・
実
践
の
場
を
提
供
し
ま
す

◇　

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
展
事
業（
64

万
９
千
円
）
…
10
月
５
日（
木
）
か
ら
９
日（
月
）
ま

で
、
笠
松
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
る
第
18
回
全
国
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
ま
な
び
ピ
ア
い
ば
ら
き

２
０
０
６
）
に
出
展
し
、
生
涯
学
習
活
動
に
取
り
組

む
住
民
に
発
表
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

住
民
が
親
し
め
、
利
用
し
や
す
い
生
涯
学
習

活
動
の
場
の
整
備
や
運
営
を
行
い
ま
す　

◇
図
書
館
管
理
運
営
事
業（
４
７
０
０
万
１
千
円
）
…

図
書
館
の
施
設
・
設
備
、
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
保

守
・
点
検
お
よ
び
更
新
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
機

器
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
最
良
の
状
態
に
維
持
し
、

快
適
な
読
書
環
境
と
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。 

平
成
18
年
度
は
、
９
月
か
ら
12
月
ま
で
休
館
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
施
設
な
ど
の

整
備
や
運
営
を
行
い
ま
す　

◇
文
化
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
事
業（
１
億
２
２
１
３
万

５
千
円
）
…（
財
）
東
海
村
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
を
指
定
管
理
者
と
し
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
安

価
で
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
平
成
18
年
度

は
、
６
月
か
ら
９
月
ま
で
休
館
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
撤

去
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◇
体
育
施
設
改
修
事
業（
４
６
５
０
万
円
）…
老
朽
化
し

た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
計
画
的
に
改
修
し
て
利
用
者
の

安
全
性
や
快
適
性
を
確
保
し
、
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ･

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
平

成
18
年
度
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
管
理
棟
の
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

多
様
な
担
い
手
を
確
保
し
ま
す

◇　

定
年
帰
農
者
農
業
グ
ル
ー
プ
農
具
等
購
入
費
及
び

小
型
管
理
機
械
借
上
料
補
助
事
業（
23
万
円
）…
農
業

従
事
者
を
含
む
、
30
ア
ー
ル
以
上
の
畑
で
農
業
を
行

な
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
、農
具
な
ど
の
購
入
費
や
、

小
型
管
理
機
械
の
借
上
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇　

新
規
就
農
者
育
成
補
助
事
業（
３
９
０
万
円
）…
新

規
に
農
業
を
始
め
る
方
に
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

農
地
を
保
全
し
、
農
地
の
活
用
を
促
進
し
ま
す

◇　

遊
休
農
地
化
抑
制
対
策
テ
ス
ト
事
業（
30
万
円
）…

農
地
に
作
付
け
を
し
て
い
な
い
農
家
に
、
ヘ
ア
リ
ー

ベ
ッ
チ
の
種
を
無
料
で
配
布
し
、
肥
沃よ

く

と
な
っ
た
農

地
に
再
作
付
け
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
農
地
の
荒
廃

化
を
抑
制
し
ま
す
。

　

景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た

農
業
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す　

◇　

東
海
村
土
地
改
良
区
運
営
補
助
事
業（
３
１
９
万

４
千
円
）
…
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
、
Ｏ
Ａ
機

器
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
、
賦
課
金
高
騰
防
止
な
ど

の
た
め
、
土
地
改
良
区
へ
運
営
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

　

安
全
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

◇　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業（
１
６
０
万
円
）

…
村
内
に
存
す
る
所
有
者
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
木

造
住
宅
に
対
し
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、
耐
震
診

断
を
実
施
し
ま
す
。
地
震
に
対
す
る
木
造
住
宅
の
安

全
性
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
や
、
木
造
住
宅

の
安
全
性
の
確
保
と
向
上
を
図
り
、
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　　

自
治
活
動
の
拠
点
を
整
備
し
、

機
能
充
実
を
図
り
ま
す　

◇　

自
治
集
会
施
設
建
設
等
補
助
事
業（
２
６
０
０
万

円
）…
４
月
か
ら
の
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、

自
治
会
の
拠
点
施
設
と
な
る
集
会
施
設
の
建
設
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

自
治
組
織
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

住
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
ま
す　

◇　

行
政
文
書
自
治
会
連
絡
事
業（
４
１
４
万
１
千
円
）

…
４
月
か
ら
の
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
文

書
な
ど
の
配
布
手
数
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
区

長
・
組
長
個
人
へ
の
報
酬
か
ら
、
村
と
自
治
会
と
の

委
託
契
約
へ
移
行
し
ま
す
。

地
域
主
体
の
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す

◇　

み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
事
業（
６
１
８

万
円
）
…
各
小
学
校
区
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
地
区
委
員
会
に
対
し
、
自
主
的
に
企
画
・

立
案
し
た
地
域
自
治
活
動
費
に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

　

財
産
を
適
正
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

有
効
に
活
用
し
ま
す　

◇
財
産
管
理
事
務
事
業（
３
３
６
０
万
３
千
円
）…
未
利

用
で
あ
る
村
有
地
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
財
産
の
有
効
利
用
を
検
討
し
ま
す
。
平
成
18
年

度
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
を
含
む
旧
消
防
庁
舎
解
体

撤
去
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
た
な
可
能
性
を
つ
く
る
ま
ち

　

快
適
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

　

信
頼
で
つ
な
ぐ
自
治
の
ま
ち

新

新新新新新

新新新
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歳　　　　入
158億2,600万円 ①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

歳　　　　出
158億2,600万円

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

①議会費…2億1,567万5千円
②総務費…23億6,759万8千円
③民生費…30億1,731万5千円
④衛生費…18億6,794万円
⑤農林水産業費…4億2,538万8千円
⑥商工費…1億4,105万6千円
⑦土木費…24億3,359万5千円
⑧消防費…7億3,057万2千円
⑨教育費…28億1,550万7千円
⑩公債費…11億7,866万5千円
⑪諸支出金等…6億3,268万9千円

※性質別歳出とは、地方公共団体の経費を、その経済的性質
を基準として人件費、物件費、維持補修費、扶助費などに
分類したものです。

①軽自動車税…5,052万9千円
②村たばこ税…1億9,509万6千円
③入湯税…310万1千円
④都市計画税…7億1,250万円

問 合 せ　企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）

 その他の内訳
地方譲与税 4億3,165万2千円
利子割交付金 1,500万円
配当割交付金 1,200万円
株式等譲渡所得割交付金 880万円
地方消費税交付金 3億5,900万円
自動車取得税交付金 6,800万円
地方特例交付金 1億5,900万円
地方交付税 500万円
交通安全対策特別交付金 750万円
分担金および負担金 2億569万7千円
使用料および手数料 1億716万9千円
財産収入 80万6千円
寄附金 1千円
繰入金 3,521万5千円
繰越金 2億円
諸収入 1億2,920万1千円

計 17億4,404万1千円

問 合 せ　企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）

会 計 名 18年度予算額 17年度予算額 増減率
一般会計 158億2,600万円 157億6,500万円 0.4％
特別会計 87億3,430万9千円 88億7,818万9千円 △1.6％

国民健康保険事業会計（事業勘定） 22億8,200万円 23億1,000万円 △1.2％
老人保健事業会計 19億4,370万円 21億4,630万円 △9.4％

介護保険事業会計
保険事業勘定 14億7,870万円 12億6,670万円 16.7％
介護サービス事業勘定 2,346万円 ―― ――

東海駅西土地区画整理事業会計 9,410万円 7,470万円 26.0％
東海駅東土地区画整理事業会計 1億4,110万円 2億8,680万円 △50.8％
東海駅西第二土地区画整理事業会計 3億440万円 2億9,740万円 2.4％
東海中央土地区画整理事業会計 6億5,400万円 6億8,920万円 △5.1％
公共下水道事業会計 17億5,430万円 17億5,800万円 △0.2％
公園墓地須和間霊園事業会計 5,854万9千円 4,908万9千円 19.3％

企業会計 25億7,046万2千円 58億3,350万円 △55.9％
水道事業会計 9億3,430万円 9億2,050万円 1.5％
病院事業会計 16億3,616万2千円 49億1,300万円 △66.7％

総　　計 271億3,077万1千円 304億7,668万9千円 △11.0％

平成18年度予算がスタート

一般会計予算《歳出》

一般会計予算《歳入》

平成18年度予算総括

村税その他
9億6,122万6千円

①

②

③
④

　平成18年度の予算が東

海村議会第１回定例会で可

決されました。

　平成18年度の一般会計

予算額は、対前年度予算

比0.4％増の158億2,600万円

です。これに国民健康保

険事業など特別会計予算額

87億3,430万9千円、水道・

病院事業の企業会計25億

7,046万2千円を加えた予算

規模は、対前年度予算比で

11.0％減の総額271億3,077

万1千円となっています。

 性質別歳出
人件費 38億8,224万9千円
物件費 30億205万5千円
繰出金 22億3,017万7千円
普通建設事業費 15億9,180万1千円
単独事業費 13億4,409万9千円
補助事業費 1億6,319万2千円
その他建設事業 8,451万円
公債費 11億7,865万5千円
補助費等 14億234万円
扶助費 9億7,168万1千円
維持補修費 8,380万9千円
災害復旧費 6千円
積立金 13億1,269万6千円
投資および出資金 6,219万円
貸付金 5,834万1千円
予備費 5,000万円

計 158億2,600万円

①村税…118億8,395万円
②村民税…18億9,492万4千円
③固定資産税…90億2,780万円
④村税その他…9億6,122万6千円
⑤国庫支出金…13億9,877万8千円
⑥県支出金…4億7,473万1千円
⑦村債…3億2,450万円
⑧その他…17億4,404万1千円
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◆問 合 せ　新病院建設準備室（☎287-0899　電子メールsinbyouin@vill.tokai.ibaraki.jp）

　今回は、紹介状についてお話しします。

■紹介状は「お得！」

　先日、皮膚科の患者さまを、診断と治療のために大きな専門病院に紹介しまし

た。そのとき、患者さまは「紹介状はいらない」と言われましたが、「紹介状を持

っていくと余計なお金が掛からないから、紹介状を持っていった方が良い」と説

明し、紹介状をお渡ししました。

　その患者さまは、ご夫婦でその専門病院を訪れ、奥さまは紹介状をお持ちになって皮膚科を、

ご主人さまは内科を受診しましたが、会計のときに２人の金額に大きな差が出ました。この“差

額”については、現在の制度上、特定機能病院といわれる病床数200床以上の大きな専門病院では、

紹介状がないと通常の健康保険での初診料・再診料のほかに、別途自費で特定初診料・再診料と

して自己負担（医療機関ごとに院内掲示されています）が必要になります。この自己負担額が、紹

介状の有無による差額です。

　紹介状は、患者様の病状を相手の医師に伝えることが目的ですが、それと同時に、作成時に多

少の費用負担はありますが、大きな専門病院へは紹介状がないと、それ以上に多くの費用が必要

になりますので、他の医療機関へ診察に行く場合には、担当医に必ず紹介状を書いてもらうこと

をお勧めします。

新しい村立東海病院
　新しい村立東海病院には、新たにリハビリテーション室（機能回復訓練室）が設置されます。場所は、

総合受付の脇を通り、１階フロアの一番奥になります。

◆リハビリテーションについて

病院への上手なかかり方（その９） 東海病院整形外科医師　大場　義幸

①さまざまな機器を使って患者さんの訓練を行います。

・歩行訓練を行う平行棒、手足の運動や起き上がりおよび座る訓練を行う

訓練用マット、自転車（エルゴメーター等）を配置しています。

・リハビリテーション室の外には、屋外での歩行

訓練ができるリハビリパーク（公園）もあります。

②リハビリテーション室では、患者さん一人一人に合わせた訓練を行います。

・転んで足などを骨折した方や、脳梗
こう

塞
そく

の後遺症で手足の麻
ま

痺
ひ

等が残ってし

まった患者さんに対して、プログラム（計画書）を作成し、その計画に沿っ

た運動療法（手・足を動かす）や歩行訓練等を行っていきます。

③自立した日常生活に少しでも近づけられることを目標にします。

・日常生活での不自由をできるだけ少なくするよう、常勤の理学療法士と作業療

法士が治療や訓練、援助を行います。

・心の障がい、または身体の障がいを持つ患者さんに合わせた、

より良いリハビリテーションが受けられるようにするとともに、

訓練を行いやすい環境づくりに努めていきます。

移転準備のため、一時ご不便をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします

▼現在、入院病棟は閉鎖しています。また、外来診療は午前中の
み行っています。

▼４月29日（土）から５月７日（日）までは、完全閉院となります。

上下肢運動器具

リハビリパーク

平行棒

マルチスタンド

リハビリテーションとは？

● 7
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傍

席

聴

介護保険制度とは

　介護保険制度とは、心身の機能が低下して介

護が必要になったときに介護サービスを利用で

きる制度で、サービスの利用者が、費用の一割

を自己負担し、残りの９割を40歳以上の方が納め

る保険料と公費（税金）で賄いながら、介護を必

要とする方を、社会全体で支えていくものです。

介護保険料の算出

　65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料

は、３年ごとに策定する「介護保険事業計画」の

中で、介護サービスに係る給付額に応じて改定

されます。平成18年度から20年度の介護保険料

は、今後３年間の村の介護サービス費用を推計

して算出したものです。

　また、村では平成16・17年度に介護給付の財

源が不足したため、県の財政安定化基金から借

り入れを行いました。そのため、サービス費用

のほか、借り入れの返済に必要な額も介護保険

料から賄うことになります。

低所得者に配慮

　個人ごとの介護保険料は、負担能力に応じた

所得段階で決まります。そこで、平成18年度か

ら世帯全員が住民税非課税の方のうち、本人の

年金収入額などが少ない方を新たに第２段階と

し、調整率が従来の0.75倍から0.5倍に引き下げ

られました。

特別徴収（年金天引き）の対象が拡大

　これまでは、老齢・退職などで、年額18万円

以上の年金を受けている方を対象に、特別徴収

を行ってきましたが、平成18年度からは、新た

に、遺族・障害年金についても特別徴収の対象

となります。

●問 合 せ 福祉部高齢福祉課介護保険係（☎282-1711　内線1164）

村の基準額

介護保険料の基準額(年間)は、平成15年度か

ら17年度は３万3,960円でしたが、平成18年度

から20年度は４万7,760円となります。なお、

個人ごとの介護保険料は前年の所得に応じて段

階ごとに決まります（下表参照）。

介護保険料の上昇を緩和

　税制改正の影響で住民税が課税となることを

受けて、介護保険料の所得段階が上がった方に

ついては緩和措置を行い、平成18・19年度の保

険料は、段階的に移行します。

保険料の徴収猶予と減免

　特別な事情や生活の困窮のために、介護保険

料が納められない場合はご相談ください。

所得段階 対象者 調整率 年額保険料
（基準額×調整率）

第１段階

生活保護を受けて
いる方、または、
老齢福祉年金受
給者で世帯全員が
住民税非課税の方

0.5 23,880円

第２段階

世帯全員が住民
税非課税で、前年
の合計所得金額
＋課税年金収入
が80万円以下の方

0.5 23,880円

第３段階
世帯全員が住民
税非課税で、第
２段階以外の方

0.75 35,820円

第４段階
世帯の中に住民税
課税者がいるが、
本人は非課税の方

1.0 47,760円

第５段階

本人が住民税課
税で、前年の合
計所得金額が200
万円未満の方

1.25 59,700円

第６段階

本人が住民税課
税で、前年の合
計所得金額が200
万円以上の方

1.5 71,640円

65歳以上の方の介護保険料が変わりました！

　

平
成
18
年
第
１
回
東
海
村
議
会
定
例

会
が
、
３
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

●
村
長
提
出
議
案 

予
算
関
係
の
議
案

を
中
心
に
、
条
例
関
連
23
件
、
予
算

関
連
24
件
、
そ
の
他
９
件
の
合
計
56

件
は
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
員
提
出
議
案 

提
案
４
件
。
主
な

も
の
は
、「
早
急
な
原
子
力
発
電
所

の
耐
震
設
計
指
針
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」（
可
決
）、「
議
員
の
議
会

等
の
出
席
時
の
費
用
弁
償
廃
止
の
条

例
の
一
部
改
正
」（
可
決
）で
す
。

●
委
員
会
報
告 

報
告
16
件
。
主
な
も

の
は
、「
白
方
小
学
校
移
転
改
築
に

伴
う
請
願
書
」、「
児
童
の
安
全
を
守

る
た
め
白
方
小
学
校
は
是
非
、
現
在

地
に
改
築
し
て
く
だ
さ
い
！
」で
す
。

こ
の
２
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
委

員
会
で
は「
採
択
」
と
な
り
ま
し
た

が
、
本
会
議
で
は「
不
採
択
」と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、「
採
択
」と
は
議
会

が
請
願
内
容
に
賛
成
で
あ
る
意
思
を

表
示
す
る
も
の
で
す
。

問

合

せ

　

議
会
事
務
局（
☎
282
局
１
７
１
１　

内

線
１
２
８
１
）
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「
障
害
者
自
立
支
援
法
」は
、
障
が
い

を
持
つ
方
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
支
援
を
行
い
、
福
祉
の
増
進
を
図
り

ま
す
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」の
ポ
イ
ン
ト

①
障
害
の
種
別（
身
体
障
害
・
知
的
障

害
・
精
神
障
害
）
に
か
か
わ
ら
ず
共

通
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
市
町
村
が
責
任
を
持
っ
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

③
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
再

編
し
ま
す
。

④
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

⑤
支
給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明
化
・
明

確
化
し
ま
す
。

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

▼
自
立
支
援
医
療
…
障
害
の
種
別
ご

と
に
異
な
っ
て
い
た
公
費
負
担
医
療

（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
・
精
神
通

院
医
療
）
の
仕
組
み
が
統
一
さ
れ
ま

し
た
。
利
用
者
は
原
則
１
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

▼
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
…
障
が
い
程
度

が
一
定
以
上
の
方
に
生
活
上
ま
た
は

療
養
上
の
必
要
な
支
援（
施
設
入
所･

通
所
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。
利
用
者

は
原
則
１
割
負
担
と
な
り
、
入
所
施

設
で
の
食
費
・
光
熱
水
費
は
原
則
、

実
費
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
地
域
生
活
支
援
事
業
…
障
が
い
を
持

つ
方
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
を

つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業（
相
談

支
援
、日
常
生
活
用
具
の
給
付
な
ど
）

を
行
い
ま
す
。

▼
補
装
具
費
の
支
給（
10
月
か
ら
）…
補

装
具
は
、
こ
れ
ま
で
の
現
物
給
付
か

ら
、
購
入
や
修
理
に
か
か
る
費
用
の

原
則
１
割
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に
応
じ

て
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
て
い
る
方
に
は
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
内
容
へ
移
行
す
る
た
め
の
手
続
き

等
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問

合

せ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
祉
部
社

会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
１
３
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救急車の正しい利用についてお願い
病気・ケガ

落ち着いて判断

・意識がない
・呼吸がない
・顔色が青く、冷や
　汗をかいている
・激しい胸痛や頭痛
　など
・骨折して歩けない
・けいれんが５分以
　上続いている

…など

１１９番

症状が重いとき

・風邪をひいた
・微熱がある
・腰が痛む
・寒気がする
・手や指を切った

…など

症状が軽いとき

●かかりつけの病院、
または救急医療情報
コントロールシステム
（☎241-4199）
●健康相談については、
東海村健康相談２４
（☎0120-3389-56）

　救急車は、命にかかわるような重い病気

やケガの方を、一刻も早く医療機関へ搬送

するための緊急車両です。村には救急車を

３台（１台は予備として運用）配備していま

すが、年々、救急の出場件数が増加してい

る状況です。

　昨年は、救急車で搬送された方のうち、

入院する必要のない軽症者を搬送した割合

が全体の約５割を占めています。　

　限られた救急車を運用する中で、自分で

医療機関へ行ける程度の病気やケガにもか

かわらず救急車を利用すると、１分１秒を

争う重症や危篤状態の方の搬送に支障を来

すおそれがあります。みなさんの助け合い

の精神で、正しい救急車の利用を心掛けま

しょう。

 　問 合 せ　消防本部（☎282-2038）

〜
平
成
18
年
４
月
か
ら
〜

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」が
施
行

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」が
施
行
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●オリジナル作品を作ろう！

●自信を持った子育てが良い子に育つ

●「経験したこと」「感じたこと」「考えた事」

２月26日、中央公民館で「手づくり教室」が行われました。

昨年11月に発足した東海村文化少年団（佐藤康雄団長）の

主催で行われたこの教室は、子どもたちに芸術や文化へ

の興味を深めてもらうことを目的としたもの。この日は、

62人の参加者が、桃の花を生けることができる壁掛け作

りやカレンダー作りを実施。子どもたちは、壁掛けに折り

紙で作ったひな人形を飾ったり、カレンダーに似顔絵や将

来の夢などを書き入れていました。「楽しかった」「上手に

作れた」などの声を、あちらこちらで聞くことができました。

２月15日、東海文化センターで「第11回東海村ボランティ

アセミナー」が行われました。今回、講師として招いたのは、

アナウンサーを経て、現在は作家として活躍している落合

恵子さん。「こころの居場所」と題して行われた講演会では、

落合さんがこれまでに、「経験したこと」「感じたこと」「考

えたこと」を披露。「老人は、もっと尊敬されるべき」「福祉

をもっと充実すべき」と話しながら、ボランティアと福祉

について穏やかな口調で語る落合さんの一言一言に、来場

者は大きくうなずくなど、心から賛同しているようでした。

２月17日､東海文化センターで「第27回東海村教育振興大

会」が開催されました。これは、教育文化の発展を目的に、

学校・社会教育に多大な功績を挙げた方々や、スポーツ・

文化活動で優秀な成績を収めた小中学生の表彰を行うもの

で、今年も多くの方々が表彰状等を贈呈されました。また、

長田百合子さん（エデュケーションライター）を講師に迎え

て、「親がかわれば、子どももかわる」と題した講演会も開

催。「親は自信を持って子育てをする」といった、長田さん

の飾らない言葉に、満員の聴衆は耳を傾けているようでした。
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●救急車のサイレンが聞こえても止めないで！

●全国で一番早い鳩を飼育！
１月28日、社団法人日本鳩レース協会（東京都）で、2005

年度日本鳩レース総合表彰式が行われ、「第１回菊花賞レ

ース（500キロメートル）」（平成17年末開催）で全国優勝を

した永山清さん（舟石川在住）が表彰されました。鳩レース

とは、同一地点から同時に放鳩し、どの鳩が速く帰るかを

競うもので、レース開催年に生まれた“若鳩”のみを対象と

した今大会の放鳩数は約12万羽。「優勝するとは思っても

みませんでした。すべては、鳩を飼育している先輩方のご

指導のおかげです」と永山さんは笑顔で語ってくれました。

２月18日、舟石川コミュニティセンターで「乳幼児を守る

普通救命講習会」が行われました。これは、乳幼児に対す

る応急手当を学ぶことを目的としたもの。「乳幼児の口に

は、トイレットペーパーのしんに入る物すべてが入って

しまうので、注意することが必要」「心肺蘇
そ

生
せい

は、救急車の

サイレンが聞こえても続けること」など、異物除去法や心

肺蘇生法を行う際の注意事項に、真剣に耳を傾ける参加者

21人。「自分の子どもに何かあったらと思い参加した」と

いう女性は、「とても勉強になりました」と話してくれました。

２月22日、総合福祉センター「絆
きずな

」で「パパっと簡単朝ごは

ん」と題した食育講演会が開催されました。これは、朝食

の大切さや健康的な食生活を知ってもらうことを目的とし

たもの。講師に招いた村上祥子さん（料理研究家）は、朝食

の重要性を説明するとともに、電子レンジを使ってご飯を

炊いたり、さばのうま煮や肉じゃがなど全８品を手早く簡

単に調理。参加者たちは、電子レンジから出てきた料理に

驚きながらもそれを試食すると、「本当においしい」「家で

作ってみたい」「とても参考になる」などと絶賛していました。

●簡単朝ごはんで健康的な食生活

●多年にわたり文化財保護に貢献
２月９日、茨城県教育委員会表彰が塙千里さん（村松在住）

に贈られました。これは、村の文化財保護審議会委員とし

て、多年にわたり文化財の保護に貢献した功績が認められ

たもの。塙さんは、村松山虚空蔵堂で寺務に就く傍ら、同

寺で保管する村指定民俗文化財の「霊
れい

験
げん

木
ぼく

」や「鐘
しょう

馗
き

霊
れい

神
じん

絵
え

馬
ま

」にまつわる伝説を参拝者に紹介したり、水戸八景の一

つ「村松晴嵐」の碑を村指定記念物とする際に中心的な役割

を果たすなど、その活動を精力的に展開。今回の表彰に、「皆

さんのおかげです。感謝しています」と話してくれました。
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【
俳　

句
】

摘
み
草
や
こ
れ
が
菫
と
教
え
ら
れ

 

村　

松　

川
﨑　

常
義

曲
る
釘
な
だ
め
日
永
の
棚
作
り

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

ま
ん
さ
く
に
朝
の
光
り
の
輝
き
て

 
外　

宿　

照
沼
あ
や
子

槌
振
る
う
石
工
の
肩
に
冬
木
の
芽

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

友
と
行
く
樹
氷
見
ゆ
る
や
蔵
王
に
て

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

や
っ
と
春
可
憐
さ
魅
せ
る
か
た
く
り
や　

 

外　

宿　

西
山　

純
一

中
津
川
桃
山
行
き
の
橋
の
あ
り

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

白
梅
の
や
っ
と
咲
き
だ
す
離
れ
宿

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

軽
や
か
な
鳥
の
羽
音
や
春
走
り

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

は
り
つ
め
し
心
も
ゆ
る
む
し
ず
り
雪

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

　
　

【
短　

歌
】

土
中
に
し
っ
か
り
根
を
張
る
ほ
う
れ
ん
草
青
々

と
し
て

冬
を
越
え
た
り 

外　

宿　

小
林
美
代
子

如
月
の
朝
霜
踏
め
ば
さ
く
さ
く
と
耳
に
ひ
び
く
は
春
の

足
音 

船　

場　

村
上
よ
り
子

　

「
早
春
の
日
だ
ま
り
に
咲
く
黄
色
い
た
ん
ぽ
ぽ

の
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
ほ
っ
と
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
。
そ
し
て
、
春
風
に
乗

せ
て
、〝
読
書
の
種
子
〞を
広
く
皆
さ
ん
の
所
に
飛

ば
せ
た
ら
…
」。
そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
、
私
た

ち「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」は
、
図
書
館
で
毎
週
土
曜
日

に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
応
じ
て
、「
今
日
は
ど
ん
な
お
話
を
読

ん
で
あ
げ
よ
う
か
な
？
」
と
考
え
る
の
も
、
一
つ

の
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
話
会
が
始

ま
る
ま
で
、
何
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
来
て

く
れ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

本
を
準
備
し
ま
す
。
人
数
が
少
な
い
と
き
も
あ
れ

ば
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
る
と
き
も
あ
り
ま

す
。
絵
本
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
と
愉
快
な
話
が
、
こ
の
年
齢
の
子
ど
も

た
ち
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
な
と
思
っ
た
本
で

も
、
食
い
入
る
よ
う
に
お
話
の
世
界
に
入
っ
て

き
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
予
想

外
の
こ
と
が
、
読
み
聞
か
せ
の
面
白
さ
だ
と
思

い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
は
、大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
ほ
か
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
合
間
に
手
遊
び
や
歌
遊
び
も

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
集
ま
っ
て
く
れ

た
み
ん
な
で
楽
し
む
読
み
聞
か
せ
の
１
時
間
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
来
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
の

姿
が
増
え
て
き
た
よ
う
で
す
。
と
て
も
す
て
き
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
で

は
、
図
書
館
で
の
こ
れ
ら
の
活
動
の
ほ
か
に
、
依

頼
を
い
た
だ
い
た
幼
稚
園
や
保
育
所（
園
）、
小
学

校
な
ど
へ
、
読
み
聞
か
せ
に
出
向
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

自
分
の
子
ど
も
の
た
め
に
始
め
た
読
み
聞
か
せ

で
す
が
、
こ
の
会
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

方
た
ち
と
出
会
い
、
刺
激
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
、

仲
間
た
ち
と
勉
強
を
重
ね
る
こ
と
で
、
自
分
の

人
生
に
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

ＰＡＲＴ . ７３

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

 読み聞かせを通して
 　   　　 たんぽぽの会会員

村松　吉
よし

川
かわ

　敬
けい

子
こ

   



12 ●● 13

　　　

ＶＯＬ .  ８３

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

私
た
ち
明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
員
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ（
全
国
高

等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
）
に

出
場
し
て
ベ
ス
ト
４
に
な
る
こ
と
を
、
最
大
の
目

標
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
は
茨
城
県
新
人
大
会
か
ら
始
ま
り
、

関
東
大
会
茨
城
県
予
選
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ（
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
）
茨
城
県
予
選
会
に

お
い
て
、
土
浦
日
本
大
学
高
等
学
校
に
ま
さ
か
の

敗
北
、
悔
し
涙
の
連
続
で
し
た
。「
ど
う
し
た
ら
、

あ
の
ラ
イ
バ
ル
校
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」、

私
た
ち
部
員
は
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

必
死
の
思
い
で
苦
し
い
練
習
に
耐
え
抜
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
茨
城
県
予
選

会
で
、
あ
の
ラ
イ
バ
ル
校
を
打
ち
破
り
、
栄
え
あ

る
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
全
国
大
会
の
会
場
と
な
っ
た

の
は
、
４
面
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
持

つ
、
あ
こ
が
れ
の
東
京
体
育
館
。
会
場
内
は
、
闘

志
に
燃
え
る
選
手
た
ち
か
ら
の
熱
気
に
包
ま
れ
、

私
た
ち
は
緊
張
の
連
続
で
し
た
。

　

１
回
戦
は
、
広
島
県
代
表
の
県
立
広
島
皆
実
高

等
学
校
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、〝
あ
た
り
〞が
と

て
も
強
く
て
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
、
全
員
が
よ
く
ま

と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ
こ
ぞ
」と
い
う
と
き
に
、

よ
く
声
が
出
て
い
た
り
、
シ
ュ
ー
ト
を
確
実
に
決

め
る
な
ど
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
チ
ー
ム
で

し
た
。
悔
し
い
結
果
で
試
合
を
終
え
、
あ
ら
た
め

て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、
全
国
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
な
ど
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
今
の
自
分
に
不
足

し
て
い
る
苦
手
な〝
走
り
〞を
克
服
す
る
た
め
、
走

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
鍛
錬
を

重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
苦
し
さ
を
乗
り
越

え
て
、
先
輩
方
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
一
つ
一
つ
を

胸
に
刻
み
、
一
戦
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

拉
致
さ
れ
し
子
を
戻
す
べ
く
ひ
た
す
ら
に
年
月
積
み
し

親
も
老
い
た
り 

村　

松　

高
橋　

正
弘

寝
床
に
て
せ
み
し
ぐ
れ
か
と
思
い
し
は
遠
く
聞
ゆ
る
海

な
り
の
音 

船　

場　

中
井
川
し
げ

水
ぬ
る
み
水
藻
緑
を
増
す
中
に
生
き
い
き
と
し
て
小
魚

お
よ
ぐ 

南　

台　

根
本
内
俊
男

三
年
間
健
康
保
険
使
わ
ぬ
と
我
八
回
目
の
感
謝
状
受
く

 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

目
ざ
め
れ
ば
見
渡
す
限
り
雪
に
し
て
枝
重
き
ま
で
庭
木

に
も
積
む 
外　

宿　

髙
槌　

す
み

ひ
な
か
ざ
り
こ
こ
だ
け
春
の
花
あ
り
て
里
の
根
雪
は
硬

く
の
こ
れ
り 

内　

宿　

村
上　

文
江

朝
夕
の
寒
さ
の
続
く
日
々

な
が
ら
青
菜
色
ま
す
啓
蟄
近

く 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

ぬ
い
ぐ
る
み
あ
つ
か
う
様
に
幼
子
の
猫
か
か
え
き
て
遊

ぶ
明
る
さ 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

晴
耕
の
日
々

と
書
か
れ
し
房
総
の
友
の
便
り
を
暖
と
り

て
読
む 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

前
山
に
鶯
鳴
け
ば
春
つ
げ
る
声
と
思
い
て
し
ば
し
わ
が

聞
く 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

黄
の
蕾
い
ま
だ
に
固
き
枝
そ
へ
て
山
茱

の
苗
木
友
持

ち
く
れ
ぬ 

船　

場　

吉
沼　

良
子

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
に
出
場
し
て

　
　
　
　

明
秀
学
園
日
立
高
等
学
校
２
年

船
場　

蔦つ
た

木ぎ　

晴は
る

雅か

●「
文
芸
と
う
か
い
」作
品
募
集

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
発

行
１
か
月
前
ま
で
に
届
く
よ
う
に
、
か
い
書（
読
み

に
く
い
漢
字
に
は
ル
ビ
を
付
け
て
）
で
作
品
を
お
送

り
く
だ
さ
い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
応
募
作
品
は
一
部
添
削
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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ＳＴＡＴＩＯＮ

　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■開館時間 午前10時～午後７時　

※各展示の最終日は、午後３時まで

となります。

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

平
成
18
年
度
組
織
機
構
の
見
直
し

〜
30
課
６
室
60
係
体
制
に
〜

　

村
で
は
、「
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構
」を
構
築

す
る
た
め
継
続
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
18
年
度
は
次
の
通
り
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

見
直
し
内
容

①「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
設
置
…
４
月
か
ら

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
高
齢
者
へ
の

相
談
・
支
援
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
福
祉
部
高

齢
福
祉
課
の
内
部
組
織
と
し
て
、「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
役
場
行
政
棟
２
階（
元
２
０
４
会
議

室
）に
設
置
し
ま
し
た
。

②「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
」の
設
置
…
４
月
か
ら

　

総
合
体
育
館
が
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
に
伴
い
、
役
場
職
員
を
総
合
体
育
館
か
ら
引
き
上

げ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課「
文
化
振
興
係
」
お
よ
び「
体
育
係
」
を
統
合
し
、

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
」
を
社
会
教
育
課（
役
場

行
政
棟
４
階
）内
に
設
置
し
ま
し
た
。

③「
地
域
医
療
推
進
課
」の
設
置
…
５
月
か
ら

　

村
立
東
海
病
院
が
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る

こ
と
に
伴
い
、「
東
海
病
院
事
務
局
」
と「
新
病
院
建

設
準
備
室
」
を
統
廃
合
し
、
福
祉
部
に
属
し
病
院
事

業
会
計
等
を
所
管
す
る
組
織
と
し
て
、「
地
域
医
療

推
進
課
」
を
役
場
行
政
棟
２
階（
元
２
０
４
会
議
室
）

に
設
置
し
ま
す
。

　

問

合

せ

　

政
策
審
議
室（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
３
７
１
）

　県内で芸術を専門的に学んだ学生による卒業

修了制作から力作９点を展示。ジャンルや大学

の枠を超え、豊かな感性と技術を兼ね備えた若

い作家の斬新な表現が競演します。ぜひ、ご覧

ください。　※最終日は午後２時で閉館します。

芸大・茨大・筑波大卒業修了制作選抜展
４月16日(日)～29日（土）

　全日本学生美術展特選作品をはじめ、子ども

たちの力作や大人が描いた木炭デッサン、油彩、

アクリル、水彩を多数展示します。また、初心

者や子ども向けの無料講座やワークショップも

開催しますので、ぜひご参加ください。

５月７日(日)～13日（土）

　佐藤のり子さん（常陸太田市在住）の個展で

す。自然の感動を日本の昔布に描いた処女作か

ら最新作までを展示。金砂大祭礼を題材にした

大作「感謝」、御法衣素材の「無限」、最新作「富

士と水
すい

蓮
れん

」などの数々をご覧ください。

創作ハンドキルト古布絵展
４月30日(日)～5月６日（土）

自分の絵展2006～絵画教室アートガーデン陽生徒作品展
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

国
民
年
金

だ 

よ 

り

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

４
月
23
日（
日
）か
ら
５
月
12
日

（
金
）
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の
読
書

週
間
」
で
す
。
図
書
館
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tosyo.vill.tokai.ibaraki.jp/

）、
ま
た
は

館
内
掲
示
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
開
催
し
ま
す

　

絵
本
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
登
場
し
ま
す
。

▼
期　
　

日 

４
月
23
日（
日
）

▼
時　
　

間 

午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜
正
午　

午
後

の
部
…
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場　
　

所 

図
書
館
２
階
研
修
室

▼
内　
　

容 

午
前
の
部
…「
コ
ロ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
？
」

午
後
の
部
…「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

リ
ク
エ
ス
ト
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

　

読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な
い
場
合
に
、
購
入
を
検

討
し
た
り
、
ほ
か
の
図
書
館
か
ら
借
り
る
な
ど
、
皆
さ

ん
の
ご
希
望
に
で
き
る
限
り
応
え
て
い
き
ま
す
。

▼
対　
　

象 

村
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
そ

の

他 

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
図
書
は
、
予
約
資
料

（
１
人
10
冊
ま
で
）と
し
て
数
え
ま
す
。

▼
申
し
込
み 

図
書
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
案
内

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
生
の
た
め
の

納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
い
学
生
の
方
は
、
申
請
を
し
て
承
認
を
受
け

れ
ば
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
卒
業
後
に
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
学
生
納
付
特
例
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生

　

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校（
夜
間
・
定
時
制
課
程
、
通
信
課
程

を
含
む
）に
在
籍
す
る
20
歳
以
上
の
方
で
、
前
年
の
所
得

が
１
１
８
万
円
以
下（
収
入
で
１
９
４
万
円
程
度
）の
方

　

手
続
き
は
簡
単

　

「
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
学
生
証
、
年
金
手
帳
な
ど
を
持
参
の

上
、
国
保
年
金
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

そ

の

他

■
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た

は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
の
計
算

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
学
生
の
と
き
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

「たんぽぽの会」による
おはなし会
日　時 毎週土曜日（第５土曜日を

　　　　除く）　午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせなど

休館日
４月10日（月）・17日（月）

　　  24日 （月）・28日（金）

　　  29日 （土）

５月１日（月）・３日（水）

  ４日 （木）・５日（金）

  ８日 （月）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー
」が
誕
生

　

お
薦
め
の
本
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
、
文
学
賞
受
賞
作
と

い
っ
た
テ
ー
マ
別
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
資
料
の
予
約

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

郷
土
関
連
の
本
を
紹
介
し
ま
す

①『
櫻

さ
く
ら

井い

琢た
く

巳み

全
集
１
〜
４
』　

櫻
井
琢
巳
著
／
沖
積
舎

　

村
松
晴
嵐
に
ゆ
か
り
の
あ
る
友
部
町
出
身
の
詩
人

で
、
文
芸
評
論
家
の
櫻
井
琢
巳
さ
ん
の
著
書
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②『
さ
い
ご
の
約
束―

夫
に
捧さ

さ

げ
た
有
機
の
酒
〝
和
の

月
〞―

』 

坂
本
敬
子
著
／
文
芸
春
秋

　

大
洗
町
の
造
り
酒
屋
を
舞
台
と
し
た
作
品
。
が
ん
に

倒
れ
た
夫
。
夫
の
生
き
た
証
し
と
し
て
、
有
機
の
酒
を

造
る
こ
と
を
決
意
し
た
妻
。
死
を
前
に
し
た
夫
婦
の
絆

き
ず
な

を
つ
づ
っ
た
感
動
の
一
冊
で
す
。

③『
環
境
百
科
久
慈
川
』　
　
　
　
　
　
　

国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
常
陸
河
川
国
道
事
務
所
編
集
・
発
行

　

久
慈
川
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
環
境
な
ど
が
１
冊
に

ま
と
ま
り
ま
し
た（
Ｃ
Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
き
）。
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平成 18 年３月１日現在
前月比

世帯数 12,987 世帯  ＋ 9
総人口 35,655 人 ＋ 26
　男 17,892 人 　＋ 12
　女 17,763 人 ＋ 14

人口と世帯数 4・10 号／お知

クアップ／ Apr.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

募集

参加小学生

●期　　日 ７月29日（土）～８月３日（木）

●対　　象 村内在住の小学４年生から６年生

（120人）　※初回参加の方を優先にします。

●参 加 費 40,000円／人

●申し込み ５月６日（土）の、午後２時から３

時まで中央公民館で受け付けます。

中学生リーダー

●期　　日 ７月29日（土）～８月３日（木）

●対　　象 村内在住の中学２年生（30人）

●参 加 費 20,000円／人

●申し込み ４月21日（金）まで、青少年セン

ターで受け付けます。

問 合 せ

　青少年育成東海村民会議事務局（青少年セン

ター内　☎282-7049）

「第17回友情の船北海道研修の旅」
参加小学生＆中学生リーダー募集

自衛隊幹部候補生募集
一般・技術幹部候補生

■試 験 日 ５ 月20日（土）・21日（日）　 ※ 飛
行要員のみ２日間
■定　　員 男子　陸上／約130人、海上／約
70人、航空／約40人　女子　陸上／約10人、
海上／約５人、航空／約５人
■対　　象 20歳以上26歳未満の方（22歳未満
の者は大学卒業見込み）

歯科・薬剤科幹部候補生
■試 験 日 ５月20日（土）
■定　　員 陸上／約10人、海上／約５人、航
空／約５人　
■対　　象 専門の大学の卒業者（見込み含
む）で20歳以上30歳未満の方（薬剤科は26歳
未満の方）

試験場所
　茨城県信用組合本店（水戸市大町2-3-12）

申し込み・問合せ
　５月12日（金）までに、自衛隊茨城地方連絡部
水戸事務所（☎226-9294）へ申し込みください。

　東海文化センターでは、グランドピアノ(ヤ
マハCFⅢ-S)を無料開放します。
■利用可能日 ４月19日（水）・28日（金）・30日（日）、
５月３日（水）・13日（土）・19日（金）、24日（水）
■利用時間 平日／午後１時から８時まで　
土・日曜日・祝日／午前10時から午後５時まで
■場　　所 東海文化センター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■申し込み・問合せ ４月15日（土）の午前９時
から（財）東海村文化・スポーツ振興財団（東
海文化センター内　☎282-8511）窓口で受け
付けます。なお、空きがある場合のみ、同日、
午後１時から電話でも受け付けます。

グランドピアノを弾いてみませんか？
使用
料

無
料

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

」

■活動日時 毎月第３木曜日、午前10時～正午
■場　　所 図書館
■内　　容 万葉集の学習、万葉歌碑めぐり
（春・秋）、かるた会（８月・翌年１月）
■申し込み・問合せ 阿部ユキエさん（☎282-3613）

会　
費

1,00
0円／

年

東海村地球温暖化防止対策地域協議会委員募集
　村では、住民・事業者・行政が一体となって、
環境保全意識の普及や、二酸化炭素排出削減行動
の立案などをする「東海村地球温暖化防止対策地
域協議会」の設置に伴い、その委員を募集します。
■申し込み・問合せ ５月10日（水）までに、経
済環境部環境政策課環境計画推進係（内線
1453）へ申し込みください。

古典文学の集い｢さわらび｣会員募集
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　村では、平成19年度中に、下図青枠内の住居
表示実施に向けて取り掛かる予定です。これに
伴い、この地区の新町名等についての審議を目
的とした東海村住居表示審議会を設置します。
そこで、審議会委員として実施地区の代表者を
募集します（審議会は、平日３回の開催を予定
しています）。
■対　　象 下図青枠内在住の方
■募集人員 ８人（男性…３人、女性…５人）
■任　　期 ６月から12月まで（予定）
■実施地区

■申し込み・問合せ ４月25日（火）までに、市
販の履歴書に必要事項を記入の上、｢快適で
人にやさしい街づくりのためのハード・ソフ
ト両面からの考え方｣をテーマとした作文（原
稿用紙800字程度）を添えて、福祉部住民課住
民係（内線1125）へ申し込みください。

参加
費

無　
料

■期　　日 ５月17日から７月19日までの毎
週水曜日
■時　　間 午前10時～ 11時30分（全10回）
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対 象 者 村内在住のおおむね65歳以上の
方（先着30人）　※初参加優先
■講　　師 田畑由紀子さん（茨城県スポーツ
指導者協議会副会長）　
■申し込み・問合せ　４月28日（金）までに、高
齢者センター（☎282-4300）へ申し込くださ

ウオーキング教室参加者募集参加
費

1,00
0円／

人

住居表示実施に伴う住居表示審議会委員を募集

■日　　時 ５月13日（土）・14日（日）、午前９
時試合開始　※予備日…５月21日（日）、

■場　　所 村テニスコート
■対　　象 村内在住・在勤の方
■種　　目 一般男子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ部）、一
般女子ダブルス（Ⅰ・Ⅱ部）、壮年男子ダブ
ルス（昭和35年12月31日以前に生まれた方）

■申し込み ４月22日（土）までに、所定の申し
込み用紙に必要事項を記入の上、村テニス
コートクラブハウス（☎282-8571）へ申し込み
ください。

■問 合 せ 三瓶剛さん（☎287-7331）

■活 動 日 毎月木曜日（月４回）
■活動時間 午前10時～ 11時30分
■場　　所 中央公民館
■内　　容 ヨガストレッチを中心とした体操
■定　　員 ５人
■申し込み・問合せ 飯田澄子さん（☎282-4806）

青竹ストレッチ会員募集

参加
費

3,00
0円／

組
テニスダブルス大会参加者募集

カンガルーサークル会員募集会　
費

無　
料

総合体育館

東海村
合同庁舎

東海中学校

●日　　時 ①４月22日（土）　午後１時30分

②４月29日（土）　午前９時30分　※どちら

か希望する日

●場　　所 県立東海高等学校

●対　　象 村内在住の小学生

●参 加 費 無料

●申し込み・問合せ 参加希望日の３日前まで

に、西川義朗さん（中丸ホッケースポーツ少

年団　☎282-1032）へ申し込みください。

ホッケー体験会開催！
ぜひ、ご参加ください

図書館 東海村消防署

ＪＲ東海駅

東海文化センター

■申し込み 入団を希望する方、および継続す
る方は、４月30日（日）までに、各小学校から
配布されるスポーツ少年団の募集要項をご覧
の上、申し込み用紙に必要事項を記入し、登
録料600円を添えて、各少年団の代表者へ申
し込みください。※４月30日（日）以降も受け
付けを行いますが、登録の都合上、国・県の
大会に出場できない可能性がありますので、
ご注意ください。
■問 合 せ 総合体育館（☎283-0673）

東海村スポーツ少年団団員募集

■活動日時 ５月９日から７月13日までの毎
週火・木曜日、午前10時から11時15分まで
■場　　所 百塚保育所
■対　　象 火曜日／生後６か月から１歳児と
その保護者　木曜日／１歳から１歳半の子ど
もとその保護者　※各先着25組
■申し込み ４月20日（木）・21日（金）の午前10
時から午後３時まで（正午から午後１時まで
を除く）白方コミュニティセンター和室にて
受け付けます。なお、受け付けは、初参加の
親子は20日（木）、参加経験のある親子は21日
（金）となります。
■問 合 せ 子育て支援センター（百塚保育所
内　☎270-5660）

会　
費

2,00
0円／

月

住居表示実施地区
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
16日(日) 東海クリニック 283-1711
23日(日) 東海病院 282-2188
29日(土) 東原クリニック 283-2301
30日(日) 武藤小児クリニック 282-7722

４月の休日診療日程

エトセトラ

交付します
浄化槽設置補助金
●対　　象 村内で、①東海村公共下水道事業

認可区域外に設置する②専用住宅に浄化槽を

設置しようとする③平成18年度中に設置工

事が完了する――を満たす方（申請者多数の

場合は抽選）

●補助金額 ①５人槽（床面積140平方メート

ル以下）…354,000円　②７人槽（床面積140

平方メートル超）…411,000円　③10人槽（２

世帯住宅等で、トイレ・風呂・キッチンを２

つずつ設置する場合のみ）…519,000円

●申し込み・問合せ ４月10日（月）から14日（金）

まで、経済環境部環境政策課環境保全係（内

線1451）で受け付けます。なお、申請者は、

設置する方およびその家族に限ります。

危険物取扱者試験・消防設備士試験案内
危険物取扱者試験

■甲種・乙種（第１～第６類）・丙種

消防設備士試験
■甲種（特類、第１～第５類）・乙種（第１～第７類）

申し込み・問合せ
　（財）消防試験研究センター茨城県支部（水戸
市笠原町978-25　茨城県開発公社ビル４階　☎
301-1150）

試 験 日 場　　所 受付期間
８月27日（日） 茨 城 大 学 ７月12日（水）～21日（金）

試 験 日 場　　所 受付期間
６月４日（日）勝田工業高等学校 ４月17日（月）～ 25日（火）
６月25日（日）茨 城 大 学 ５月10日（水）～18日（木）
10月１日（日）勝田工業高等学校 ８月１日（火）～ ９日（水）
10月29日（日）茨 城 大 学 ９月７日（木）～15日（金）
平成19年２月18日（日）茨 城 大 学 平成19年１月５日（金）～16日（火）

　村では、限りある資源の有効活用を図るため
に、家庭から排出される紙類、布類、瓶類、紙
パック（主に牛乳パック）等を回収業者に売却し
た団体へ、回収した再生資源の重量に応じて報
償金を支給します。この機会に、ぜひご登録く
ださい。
■申し込み・問合せ 登録を希望する団体は、
５月31日（水）までに、所定の申し込み用紙
に必要事項を記入の上、清掃センター（☎
282-7289）へ申し込みください。

再生資源分別回収実施団体登録申請について平成18
年度

　平成18年度の国民健康保険者証を発行しま
した。

不在のため受け取っていない方
　福祉部保健年金課窓口まで、お越しください。
すでに社会保険などに加入している方

　新たに加入した保険者証と国民健康保険者証
を持参し、保健年金課窓口に届け出てください。

国保税を納付していない方
　個別に納税相談の上、保険者証は保健年金課
窓口で直接手渡しすることになります。

問 合 せ
　福祉部保健年金課国保年金係（内線1132）

国民健康保険者証発行中

●期　　日 ５月21日（日）

●時　　間 ①午前11時開

場、午前11時30分開演　

②午後２時開場、午後２

時30分開演

●場　　所 東海文化センター

●入 場 料 2,000円（全席指定）

●そ の 他 ①座席は主催者側で指定します。

②当選後のキャンセルはできません。③複数

のハガキでの申し込みはできません。

●申し込み ４月18日(火)まで(必着)に、往復

ハガキに①チケット希望公演時間および希望

枚数(８枚まで)②郵便番号③住所④氏名⑤電

話番号を明記の上、東海文化センター「ミッ

フィーこどもミュージカル」係（〒319-1115東

海村船場768-1）へお申し込みください。申し

込み多数の場合は抽選となります。なお、残

券があった場合のみ、４月25日（火）の午前９

時から、窓口販売および電話予約を行います。

●問 合 せ (財)東海村文化・スポーツ振興財

団（東海文化センター内　☎282-8511）

ミッフィーこどもミュージカル
「ミッフィーとどうぶつえん」

Ⓒ Mercis bv
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学校施設・河川敷グラウンド利用調整会議
■期　　日　５月11日(木)
■時　　間 午前９時30分～午後４時10分　
※予約制（所要時間１時間30分程度）
■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■対　　象 18歳から54歳までの方（男性45㎏
以上、女性40㎏以上）で、前回の献血から、
400ml献血は８週間、200ml献血は４週間、
成分献血は２週間が経過している方
■申し込み・問合せ ４月17日（月）までに、保
健センター(☎282-2797)へ申し込みください。

成分献血にご協力を！
　村内のスポーツ団体などを対象に、調整会議
を総合体育館で行います。

小中学校体育館・格技場調整会議
■期　　日 ４月19日（水）
■時　　間 午後６時30分

小学校・河川敷グラウンド調整会議
■期　　日 ４月20日（木）　
■時　　間 午後６時30分

問 合 せ
　総合体育館（☎283-0673）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド
となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド
■対　　象 村内の住宅に太陽光発電システム
を設置する方(先着20基)
■補助金額 出力１キロワット当たり10万円
（１基当たり最大で40万円）
■申し込み・問合せ 経済環境部環境政策課環
境保全係（内線1451）

水戸市●水戸市長杯第20回綱引大会参加者募集
◆日　　時 ５月21日（日）　午前９時集合
◆場　　所 青柳公園市民体育館（水戸市水府
町864）
◆チーム編成 １チームは８人から10人とし、
そのほかに監督およびトレーナーを各１人加
えての編成（監督・トレーナーの選手兼任可）
◆種　　別 ①一般男子…８人の合計体重が
600kg以下　②一般女子…８人の合計体重が
520kg以下　③男女混合…男女各４人。8人の
合計体重が560kg以下　④小学生…小学５・
６年生８人
◆参 加 費 １チーム…3,000円（小学生は1,000円）
◆申し込み・問 合 せ ５月10日（水）までに、
水戸市スポーツ振興協会（水戸市見川町2256
☎243-0111）へ申し込みください。

茨城町●涸沼自然公園
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設
にした公園です。
◆利用期間 ４月25日（火）～10月31日（火）
◆利 用 料 ①オートキャンプ場（56区画）…
１区画5,000円　②テントサイト（最大100
張り）…テント１張り2,000円／タープ１張
り1,000円　③バーベキュー炉（６炉）…１炉
1,500円　④バーベキューのみ…１人100円
（５歳以上）　※別途、入園料200円（５歳以上
15歳以下の方は100円）が掛かります。

◆問 合 せ 涸沼自然公園管理事務所（☎293-
　7441）　茨城町役場商工観光課（☎292-1111）

高萩市●丹生神社の「棒ささら舞い」
　棒の先に獅子頭を付けた３匹の獅子が、周囲に
幕を回した屋台の中で棒を操り舞うささらです。
◆日　　時 ４月16日（日）　①午前10時　②
午前11時30分　③午後１時

◆場　　所 丹生神社境内（松岡小学校北側）
◆内　　容 棒ささらの演技、模擬店の出店
◆問 合 せ 矢野正三さん（丹生ささら保存会
事務局　(0293-23-1580）

日立市●ひたち国際大道芸
日立会場

◆日　　時 ５月13日（土）　正午～午後５時
◆場　　所 ひたちぎんざもーる、パティオモ
ール、日立新都市広場（午後９時まで）など

多賀会場
◆日　　時 ５月14日（日）　正午～午後５時
◆場　　所 よかっぺ通り、多賀市民プラザ

問 合 せ
　日立シビックセンター（☎0294-24-7711）

新たなサービスを開始しました！
『高速バスネット』
　高速バス「常陸太田～新宿線」、「原子力機構

前～東京線」、「勝田営業所～東京・新宿線」で

は、『高速バスネット』によるパソコン（URL：

http://www.kousokubus.net）、 携 帯 電 話（URL：

http://www.kousokubus.net/k）からの予約・購入

サービスを充実させ、「早期購入割引」など、お

得なサービスを提供します。

●問 合 せ 高 速 バ ス 予 約 セ ン タ ー（☎

309-5381）

住宅用太陽光発電システムの設置費用の補助
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-61

夢は…。“パティシエ”

白方小学校６年●佐
さ
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子
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　私の将来の夢は、パティシエになることです。パティ

シエになろうと思った理由は、人を幸せにしてあげた

いと思ったからです。

　ケーキやお菓子を食べると、なんだか気持ちが優

しくなったり幸せになったりするような気がします。

それは、きっと作っている人が、「みんなに喜ばれる

ようなお菓子になりますように」という思いを込めて

作っているから、食べたときにとても幸せな気分にな

るんだと思います。私も、そんなふうにケーキやお菓

子を作って、食べた人みんなが幸せになってくれたら

いいなと思います。

　今は、そんなに難しいケーキやお菓子は作れないけ

れど、食べてくれる人がみんな優しく、幸せになれる

お菓子を作ることを目標にして、これから頑張ってい

こうと思います。
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す
が
、
主
人
と
と
も
に
子

ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
姿
を
楽
し
み
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

くん●今
いま

井
い

崇
たか

人
と

宿幼稚園
おすし屋さん

　幼稚園の“お店屋さんごっこ”で、

「おすし屋さん」をしたときの様子を

描いてくれた崇人くん（５歳）。

　「ティッシュペーパーや折り紙で、

サーモンやマグロ、タマゴを作った

よ」と元気に話してくれました。


